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時　の　記　念　日
六月十日は時の記念日である。
上　　田 穣
　時の紀念日が毎年六月十日に観はれる様になったのはごく最近のこεに引す
るが．も早今日では一つの年中行事εなり了したかの感がある。私はこの事自
艦が喜ばしいこミであるε思ふのである。
　「時の記念日」の出現はまだ日が淺いのではあるが．しかし銑に藪年を経過し
kこεであるから、若い人々には或はその学歴を知らない人もあらうε思はれ
るので藪にその野卑を解説するのも暫しも無駄ではないε考へるのである。
　全世界の野々を重くるしく離してゐナこ欧洲大戦氣分はウス紙を剥ぐ様に一年
々々ε散じて終った令日ではあるが．あの大職が愈々終末を告げ檬εしナこ大正
八・九年の頃には世を爆げて困バイの時期にあったミ申して差支ないε思ふ。
この大戦に志して左程悪くない位置にあった日本でさへも．大戦の曝葬による
好況時代に引績いナこ大不景氣の聖母を受けて二進も三進も動けなくなって終っ
たのである。米便は暴縢するし諸物償は上る一方で．この局面打開．：更始一新
の叫び聲が「時の記念日」を産んだ生みの苦しみの聲であっナごε考へられるので
ある。
　幽晦その引時の人々には生活が行きづまったεいふこSは明白に感じてゐ弛
こεであって．常にその頭を占領してみた考へは「何Eかしなければならぬ。
εても此儘ではいけない」εいふこεであった。而してそのためには生産手段
の改善εいふこεではなくして．只三聖の節約εいふここが残されてみるばか
りに過ぎなかつナこのであち。郎ち生活改善ミいふ標語によって代表せられるも
のである。そのナこめに虚勢早馬εいふこミが強く叫ばれた。中元．歳暮の贈答
全量．年始歌慶止．茶代慶止恥いふものが夫れである。この時ほ汐民衆全匿ε
しての生活意識が高潮したこεはないεいって差支ない位である。
　これ等の思潮が具罷化せられたものが大正八年十一月から翌年一・月にかけて
東京お茶の水にある教育博物館で開催せられナこ生活改善展覧會である。同館長
棚橋源太郎氏は生活改善の第一線に立たれナこ人々の一人であるε記憶する。
　その展覧會を期εして知名の三々を網羅せる生活改善同盟會なるものが生れ
ナこが．大正九年五・六月の交にこの生活改善同盟會の圭催にかNる「時の展寛
會」なるものが再び教育博物館に催さるXに至つkのである。この企ては満都
の好評を博しtばかりでなくて日本三聖に大なる感銘を残した。當てたε申し
て差支へなかつナこのである。
　ミいふのは既に一般の人々にその豫備が出來てるたのであって諸事節約の第
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　　由來日本人は時間の観念に乏しいεされてゐナこのであるがそれは物量の素因
　である物：資ε欝力の中．勢力が餓りに潤澤であっナこが静めに、物債を支配する
　ものは圭：ミして物資に因り勢ひ勢力が閑却されナこに原因するものNS思はれるの
　である。畢：竜欝力は工程ミ時間εの絡乗積で示されるのであるからは工程が一
　定の場合には勢力は時間で見積もられる課で、勢力閑却は時間無税の因澄を願
　致したものミ見なければならないのである。εころが大戦以來欝働問題が喧す
　しく勢賃の昂騰を來ナこしこれが時間奪重の警鐘をつきならしナこのである。壼に
　只に耳底にのみ響き渡って止まんやであって腹の底までしみ込んだのである。
　　「時の展覧會」はその様な課で大成功を牧めsその儘大阪や岡山なさまで持ち
　まわったこεである。そうして前述の生活改善同盟會の手で「時の記念日」なる
　ものが設定せられ六月十日をもつてそれに當てナこのである。生活改善同盟會は
　爾ほ五節句の日野をも定めナこのであるが一般に行なはれてみないのみか、知ら
　れてもみない様子であるが惜しいものである○一般に行はれないεいふのはそ
　こにそれ丈けの理由があるこεN思はれるが．萬人に都合のよい日取りを設定
　して一般に普及させナこいものである。尤も桃や櫻が一日二日に散りもすまいし
　各家庭に都合のよい節句を覗へばよいSいふが如き設には答ふる必要もあるま
　い。吏に生活改善同盟會に於ては事こまごまミ生活様式に封ずる諸種の規定を
　定めナこので．遽には世間から有閑階級の閑事業εいふ風に見られナこ傾きはあつ
　tけれさも最初の意氣込みは凄しいものであっナこ。そして時の記念日を設定し
　た母艦である同盟會は日に月に忘れられつNあるが「時の記念日」は年々盛んに
　行事を催されるが如く思はれるのである。
　　さて六月十日を如何にして選んだか芝いふミ丁度天智天皇の御宇に初めて時
　計皇を設置した日に相當するのでこれを記念日ミして採用しナこ由である。それ
　は日本書記の第二十七巻天智天皇十年の條に夏四月丁卯朔辛卯置平冠於新皇始
　打二時。動鐘鼓始門下冠。此漏穀者天皇爲皇太子峙始親所製造也εいふ記録に
　基いて定めナこのであるεいはれてみる。
　　この紀念日に如何なる催しがあっkかεいへば、明日は主に中等學校の男女
　生徒や青年團が出動して：先づ下の如き宣傳1ビラを通行人に配布し、叉東京天文
　墓の野々ミ共試して通行人の「時計瞼め」εいふこεをやつナこ。叉ある一隊は標
　準時計をもつて市内を自動車をかつて主なる公共建物なさの時計の誤差を指図
　するミいったこεをしfこ。そして例の展覧會開期中のこξであったから．そこ
　で紀念講演會を催したのであっナこ⊃これにならって各地方で同じ様な催しがあ
　¢、叉大懸りに天智帝の陵に奉告祭を行ったεいふこεも報ぜられたのである
　　此様なかNりで中には矢鱈に時計をしらべられたので．まるで時計屋のお先
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棒だざいって奮慨して終つナこ向きもあったけれさも．大艦εしては大に成功を
し池硝子で爾後毎年大骨似た様なこNSが行はれる襟になったのである。
　tfころで今後さんな風に行事をやるかミいへば勿論種々な意見があるに相違
ないが．矢張り從來やり來つナこ方法が愛當ミ思はれるのである。
1、當日正午を期して寺鐘．號笛なさを嶋らして．兎角忘れ勝ちの入々に紀念
　　日を思ひ幽させるこε。
2．雪笹ビラを通行人に渡して時間曾重を徹底させるこε
3、市内各所に通行人の時計瞼めをやるこミ
　　　　　　　　　　◎時の記念日
この六月十剛工千二百五十年前畏くも、天智天皇が漏剋水時計な用ひ給
ひて報蒔の事か行ほぜられましすこ日に嘗ります。我等に斯檬な由緒ある
日秘紀念に將來一暦暗躍葎尊重し定時奄働行致し7こいi！思ひます。
　　　　　　　◎執諮時間
　　一、出勤及退出の時問か働行ずるこiS
　　一、批雷電休養の時か旺翻し晴間秘空費ぜぬこ亡
　　一、取引約束の期日怨語へn；t
　　　　　　　◎集註の時間
　　一、集倉の時日に多数者の都合か考へて定めるこS．
　　一、遠点の時刻に［掛f直ぜぬこs
　　一、集倉の時刻に遅れぬこε
　　　　　　　O訪問の時間
　　一・一、先方の迷惑する時間の訪閃ば償むこ8
　　一、訪問に営め時間な打合ぜろこS
　　一、油溝な用談に玄關店頭で濟まずこS
　　一、面部工用談から固きにして早く切り上げろこS
　　一、來客［t三六ぜぬこS
　　　　　　　◎正確Sa時計
時問の痴話にに正確な時計が第一に必要であります。正確な時間に合ぜ
るにに午砲の外に最寄りの電離局及び配車場に行くがよろしい。午砲lt
約三町毎に一秒後れて聞えますからそれだけ差引く必要があります。
　　大正九年六月
　　　　　　　　　　　　　　　生活改善同盟會
i
4、公共螢造物に結する時計、入目を集める大時計。並に時計店頭に出てゐゐ
　　兎角間違ひ勝ちの所謂「標準時計」を調査して不正なものには警告を與へる
　　こミ。
5．時に關聯しナこ講演會を・催すこε
6。大小に拘らす時の展覧會を催すひ三
7、報時所を公開して民衆の参観を許すこi
8、報時關係竹中の二野者を表賞するこε
ごいった風に術其他に色々考案があるこSX思はれるのである。
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　　　申すまでもなく、時間三重、年時働行のこミは只其一日で事足りる澤では毛
　頭なく卒常にその必要があるので．各自が手ン手な時刻を使ふこεは不便この
　上ない次芽であるからそれには各戸に電氣時計を設備して騨刻の統一を計る時
　期が一日も早く到遷せくしこミを希望するものである・只虚夢時計が割合に高賃
　であるが故に今直に賓親は不可能ε思はれるが先づその第一歩ミして．一つの
　研内が組合って一鯛の電氣時計を設備するこミは容易なこεであろから、一町
　内感に一個の電氣時計を設置するならば下れを聯結して同一時刻を保たしめる
　　；Nu’は至極容易な仕事であるε考へるのである。
　　先達って時計の話につれて笑話に出ナここεであるが．一つ「巡回調正時計株
　式隠窓」ミいふものを設立して五日目舞ミか十日目悔に技術者を各戸に派臥し
　て契約の時計の時刻を調正し一年に一才位は油差しをするεいふ風なここ1こす
　れば面白いεいふ謬であるが、現在では各戸に時計を備えてみる二εであら）
　からして求は素入の騎馬錐話だけではないかも知れぬのである。
　　　　　報　時　信　號
　日本内地の報暗影銃即ち時劇を・知らぜる仕
組み匡、企國的報時s地方的報時iSの二つに
渤けて見ろ方が解z）易い。
　金國的畔報ば東京天丈蔓の掌ろSころであ
って天丈塵で匡常に天文溶融から正しい時刻
准定めてみるが、夫れから潤い7こ中央標準畦
な全図に報知すろのである。我々が日．常使用
してみる時刻匡皆二の中央標準時に外なら
ない。尤も窒轡あナこりでに西部標準時脳’つ
て丁度一・時間宛fPくれ六時間たつかつてみる
亡レ、．乙、こtも知つ一（置力弓ねじこなるなレ、o
　さて正午報εしてに東京天文蔓から東京中　．
央郵便局た経由して全國の電信局、横滑。門
司。蔀戸の報時球信実班、東京市午飯信伊州
其他個人にても漣信局へ正午通報の願萬なし
てある者に電線の蓮絡た以て丁度正午三分前
からベルか鴫らして信舵をするのである。そ
して正しく正午に採時計の働きによってこの
電流な断ち、ベノレが一齊に鳴り止む瞬間な以
て正午な知らぜる仕組みになってみるのであ
る。尚ほ全円の停掌場へも同様中央郵便局よ
’VJ　一’旦鐵撹省な経て通知ぜられる。
　更らに東尋ξ天文墓iカ“ら［工午後トトー時SEP後
九時置ば先づ電線で銚子及び船橋無線電信所
に接卑しそれから無線電信々嚢題する。それ
｛工五十九分○秒からツーソーの信請田五十九
分五十五秒まで逡り丁度○分○秒に時計の働
きで一秒問ソーの試演な話する。これが午後
’V一一Leetよ　k｝午後九時な、）のO分○秒胸郭すみ
鐸である。更に引績いて○分三十秒から）P　一
トンの信號な繰返して五十五秒まで呵り一分。秒醐漸で一秒づ、。．嘘號組す陰、窮しいも・であ・．（上田）
る。同様にツー塾ン下ンの信號を繍〕返しt；
後に二分○秒71e　Sいつブこ工合に四分○秒衷で
五回の信號奄禺すのである。この無鞍詑信謡
波長［実銚子ば六百メー1・1レ、船橋に七千七百
メートルであみ。それからこの無線信號野馬
に船舶なごに一畳であり、又ある程度の準衛
用に供ぜられる7こめに袖型時か正しい曄計t
比較してその修正値秘翌ノ｝十五日の官報に拙
載するこ書になってみろ。
　同じ無線でば東京、大阪及名書屋の放逡局
で漉當の蒔刻にアナウンサーが遮毎ならして
信円してmoる様であろが、勿論その正確の度
は保調し難い。
　次に地方的報時であるが、其内橿漬・門
司、榊戸にば報畔球信號所tいふのがあっ
て、正午三分前に叡時球揺橋頭に掲もず置き、
正午東京天：文蔓よりの電流切噺によってその
瞬間に落下する装置で港1轡にみろ船舶がこれ・
か観望して自分の時計た直すのであろ。識ほ
長崎にば掲立に天文槻測旭行って報時球鱈號
ゐ9すろ幸艮時1観～則所fO　s’ある。
　各都市、町村でばその報畔方法巨全く，t　q
であって、東京市の如き正午信疵によって午
砲為うつのがあり叉京都でば大砲の響が古肚
寺建築物保存に不適な蜘こサ4vンで信欝ず
るのであ’ろ○ある町村でば電燈た毎夜定時に
一瞬間消燈．ずるものもあるが此れば大：榔市に
も實行可能のこts考へらるsが一つ方々で
實行けこいものである。
　更に寺院でば勤行、食事なごの合面に鐘な
ならしNJ場で牒職工の進退、就業の汽畜揺
吹きならす。此等の信號こいへぜも附近に音
響葎無遠慮［：放散すろ以上、一定曝に鴎らす
